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１．はじめに       

鋼製橋脚隅角部の梁下フランジと柱フランジの十字継手両端部（以下，３溶接線交差部）では，梁下フラン

ジとダイアフラムのコーナー部をカットし，完全溶け込み溶接で埋め戻しする。この部位は一般的に厚板で溶

接作業が難しく，デルタゾーンに未溶着が残されやすい１）。また，超音波探傷試験（以下，ＵＴ）による溶接

ビード内部の品質確認も難しい構造となっている。しかし，フィレット付き隅角部でシアラグによる応力が十

分低減されている場合，この部位における溶接品質確保の１手法として，スカラップ構造にすることが考えら

れる。本文では，溶接作業性およびＵＴ検査性の向上が図れる隅角部の構造として，図１に示す丸みのある矩

形のスカラップを新しく考案し，この形状と寸法を検討した過程について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．スカラップ最小寸法決定時の前提条件 

 スカラップの最小寸法は，①溶接施工性を第一に考慮し，特別な技量を必要としないこと。②スカラップの

すり付け部は一般部と同様なＵＴで溶接品質が確認可能なこと。③立体隅角（ウェブ外面から垂直ＵＴが行え

ない）構造や平面隅角構造についてもより確実な品質確認の方法として，柱フランジ縦方向溶接ビードの溶接

品質をスカラップ内（柱フランジ面）からＵＴで確認できることの３条件を考慮し検討を行った。 

３．３溶接線交差部の溶接施工手順 

条件①を考慮し，スカラップ端部は溶接始終端部の除去を目 

的として，母材一体型のエンドタブ加工を行うものとする。 

また，エンドタブ部分は溶接完了後切断仕上げを行うことを 

前提に，図２に示す形状にて鋼材を加工する。なお，溶接はス 

カラップ寸法（Ｂ，Ｈ）の最小化および条件②，③を考慮して 

図３で示すように，梁フランジとダイヤフラムの溶接完了後， 

すり付け部のＵＴを行い，スカラップを拡孔加工してから柱フ 

ランジ縦方向継手の溶接・ＵＴを行う順序とした。            

４．スカラップ最小寸法の決定 

柱フランジ側（Ｂ）寸法は，スカラップ内（柱フランジ面） 

から柱フランジ縦方向溶接ビ－ドの斜角探傷を行う場合に，探 

傷不能領域を生じさせないような探触子の前後操作範囲を考慮 

した。使用する探触子はＢ寸法の最小化を図り，図４で示すよ 

うに，45゜と60゜の併用を基本とする。ただし，開先形状と余 

盛を図５のようにした場合，柱フランジ板厚37mm以下に対して 

は，余盛と探触子の干渉により，開先先端付近に探傷不能領域 

を生じる。このため，45°と併用する探触子について，22mm≦ 
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図１ 鋼製橋脚隅角部のスカラップ構造 
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図２ スカラップの切板形状 

※１（タブ高さの余裕分）：余盛の誤差を考慮し、10mmとする。

※２（端部のすり付け半径）：板厚に関わらずR=20mmとする。 

※３（探触子を載せるスペース）：探触子幅（14mm）の半分7mm 

以上とする。 

※４（タブ加工長さ）：始終端の処理を考慮し50mmとする。

※１～※４は板厚に関わらず一定とする。 
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板厚≦37mmの場合には65°， 

20および21mmの場合は70°と 

する。探触子の結線部分は， 

探触子ケーブルとスカラップ 

の干渉を防ぐため上側結線タ 

イプを使用するか，すり付け 

半径内にケーブル部分が収ま 

る形状のものを使用すること 

を想定した。 

柱ウェブ側（Ｈ）寸法は， 

図６に示すように柱フランジ縦方向継手の溶接施工性を考慮し，棒継ぎ面を梁フランジ面およびダイヤフラム面

直下付近として，先行溶接側ビード端部の整形（ガウジング）範囲を25mm（標準的な溶接トーチをスカラップ内

に最も進入したとき）の溶接トーチ干渉部の高さから設定した。 

５.検討結果 

本検討の諸条件を考慮したスカラップ最小寸法（5mm単位）と板厚の関係を図７に示す。図７よりスカラップ

寸法（特にＢ）は，板厚の２倍程度必要になる。ただし，開先形状が図５と異なる場合や，板厚が部材ごとに

異なる場合は，別途ＢおよびＨ寸法の検討をする必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.まとめ 

 本検討では，鋼製橋脚隅角部の３溶接線交差部における溶接品質確保を重視して，スカラップ構造の形状を

検討し，特別な技量を必要としない溶接施工性と品質確認（探傷不能領域を生じさせないＵＴ探触子の操作）

が行えるようにスカラップ最小寸法を決定した。このため，通常のスカラップに比べると寸法が大きくなるが，

３溶接線交差部におけるＵＴによる溶接品質の確認はより確実に行うことができる構造といえる。 

【参考文献】三木他：鋼製橋脚隅角部の板組構成と疲労き裂モード，土木学会論文集No.745/Ⅰ-65,105-119,2003.10 
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図３ スカラップ部の溶接順序 

図６ Ｈ寸法の決定 

図４ Ｂ寸法の決定 

22mm≦柱フランジ板厚≦37mmの場合基本形 

柱フランジ板厚が20mm，21mmの場合

図７ 板厚とスカラップ最小寸法の関係

図５ 開先形状，余盛量の決定
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